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ほほえみサービス協力会員研修会

　２月１２日、常総環境センターにて会員方式の在宅福祉サービス「ほほえみ
サービス」の協力会員研修会を開催。前半は守谷市地域包括支援センター白仁
田管理栄養士より「野菜を食べて健康に」をテーマに、１０食品群チェックシー
トを活用しながらバランスの良い食事のとり方や高齢者世帯宅へ訪問の際の注
意点など講話。
　後半は、市内にある「明治なるほどファクトリー守谷」に移動し、施設見学と骨の健康チェックを行った。
　参加者からは、「普段あまり活動の話は出来なかったけれども、今回参加して他の協力会員と話し合う機会
が出来てよかった」「健康について意外としらないことがたくさんあった。今回学んだことを今後の生活や活
動に活かしていきたい」という声もあがり、充実した研修会となった。

子育ては『まずは大人からハッピー・サイクルを作る！』

　１２月１日、守谷市役所大会議室にて、文教大学教育学部特別支援教育専修
教授・子育て科学アクシス代表成田奈緒子先生による『発達障がい児の専門医
から学ぶ「子どもの力を引き出す脳育て」～いつからでも、何歳からでも脳は
育つ！～』と題した地域ケアスシテム地域啓発講演会に１５０名の方が参加。
子どもの力を引き出すには、①からだの脳　②おりこうさんの脳　③こころの
脳　を順番にバランスよく育てることが重要。脳育ちの土台となるからだの脳
のバランスが悪いと崩れやすい。しかし、もう一度正しく育て直せば全て上手くいく。また、家庭における子
育ての軸である「寝る・食べる・体を動かす＝正しい生活を続けること」これが一番の軸となり、他に２・３
本のブレない軸を決める。「こどものため」に家庭の基盤は変えない。それが、子育てのストレス対処につな
がる。大人の軸がブレれば子どもと大人のどちらにも影響するなど「まずは大人からハッピ－・サイクルを作

ることが大切である」と自分の子育て経験や事例を交え、分かりやすく講演。参加し
た子育てママからは「新たな子育ての気づきやヒントを得られた」など感想が聞かれた。
　また、オープニングで障がい児のＮＰＯ「スマイルチーム」によるエアロビクスを
披露。広場では、ボランティア協会、障がい福祉サービス事業所連絡協議会、障害児
父母の会などが模擬店を開催、また各事業所・団体の活動なども紹介された。

体験を活かして地域の力に！

　松ケ丘小学校では、２月１４日・１５日、総合学習の時間を活用し、
車いすやブラインドウォーク（目かくし歩行）などの福祉体験を実施。
４年生児童９３名が体育館のマットなどを利用したり、その周辺の階段
や水飲み場、スロープなどで体験。
　児童たちからは「不安だったけれど、友
たちが声をかけてくれて安心した」、「普段

使っているところでも全く違って感じ、怖かった。車いすを使っている人や
目が見えない人たちが困っているときには助けたい」、「歩道に空き缶やゴミ
があると障害物になると聞いて、学校の周りのゴミ拾いもちゃんとやろうと
思った」などの感想もあった。
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社協委員会
・支部活動

報告
社協委員会

・支部活動
報告

● 福祉におけるセーフティネットとは・・
　１月２１日、市役所大会議室において、社協総務委員会主催による「守谷市社協役
員等研修会」を開催。
　当日は、社会福祉法人ナザレ園理事長菊池義氏と同法人が運営する養護老人ホーム
等の３名の施設長による「福祉におけるセーフティネットについて」と題した講演に、
社協役職員・行政関係者等５５名が参加。
　ナザレ園は昭和２４年に開設され、現在は、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、盲老人ホーム、訪問介護事
業所、障がい者グループホーム、シェルター、保育園等の福祉施設を運営しているほか、市から地域包括支援センター
を受託している。講演では、理事長は人権を尊重し、老人・障がい者福祉の実現として、ナザレ園が生活困窮者のセー
フティネットとして社会に貢献する喜びを、熱く語っていました。また、地域との交流を大切にし、施設を災害時
の避難所や敬老会の開催場所に開放するなど、福祉施設が地域に貢献する姿を学ぶことができました。

● わかりやすい情報の伝え方研修
　２月６日、中央図書館視聴覚室において、社協広報委員会主催による、「わかりやすい情報の伝え方研修」を開催。
広報委員と各地区の地域福祉活動計画実行委員広報担当者１３名が参加。今回は、茨城新聞社の澤畑和宏地域連携

室次長をお招きし、前半では新聞の仕組みから、わかりやすい見出しの書き方や伝わりやす
い文章の書き方についての講話。後半は、「人を引き付けられるような見出しをどう書くか」
を童話の桃太郎のお話や守谷市関連紙面を見ながら実際に作成。参加者からは、実際活動し
ている地区の広報紙について意見、沢山の質問、また研修を行いたいという話があがり、今
後の活動に活かせる研修となった。

● 委員もいっしょに楽しみました！
　１２月８日、今年も北守谷公民館で守谷市内小中学校の特別支援学級と伊奈特別支援
学校の児童・生徒や保護者による「みんなで楽しむクリスマス会」を開催。また、１２
月２３日には市内の知的障がい者支援施設「さくら荘」でクリスマス会を開催。両日、

社協障がい児者福祉委員会の「社協ゆかいな仲間たち」は、たくさんの動物たちやサンタさ
んが登場する「てぶくろ」のペープサート（うちわ型紙人形劇）を披露。手作りの動物たち
が出るたびに、子どもたちから歓声があがり、サンタ登場のときには、「サンタさーん！」と
掛け声がかけられ、劇の最後には全員でクリスマスソングを歌い、サンタさんからのプレゼ
ントが渡され、笑顔がひろがったクリスマス会となった。

新　た　な　発　見　!!
　１月２６日、昨年７月から活動している「平成３０年度高野地区子どもヘルパー」
が中央図書館のスロープや自販機、キャッシュコーナーや車いす対応の公衆電話など、
市役所の周りを実際に車いすに乗って体験。「車いすに乗ったままだと郵便ポストに
手が届かなかった」「キャッシュコーナーの中で向きを変えるのが大変だった」「歩道
がでこぼこや斜めになっているところがあって大変」「公衆電話ボックスの中にドア
を開けるレバーがあるのを初めて知った」など、実際に歩くことで少しだけ車いすを
利用している方の目線で、普段気づかなかったことや発見ができた体験となった。

ちいさな
チャレンジ！

守谷市御所ヶ丘3-14-14　TEL 0297（48）9686

URL：http://www.harada-kaikei.com

（社会福祉法人会計Ｑ＆Ａ掲載中）



【赤い羽根募金】

守谷小学校・大野小学校・高野小学校・大井沢小学校・黒内小学校・御所ケ丘小
学校・郷州小学校・松ケ丘小学校・松前台小学校・守谷中学校・御所ケ丘中学校・
第１０回買ってＮｅｔ！バザール募金箱・ウエルシア薬局守谷松並店・ウエルシ
ア薬局守谷ひがし野店・籠乃鳥・守谷駅街頭募金・イオンタウン守谷街頭募金・
守谷市役所募金箱・社協窓口募金箱・匿名２件

【歳末たすけあい募金】

ボーイスカウト守谷第一団・守谷市中央地区民生委員児童委員協議会・守谷市北
地区民生委員児童委員協議会・守谷市南地区民生委員児童委員協議会・南地区民
生委員児童委員協議会有志・守谷市仏教会・守谷キリスト教会・守谷市工友会・
守谷市シルバーリハビリ指導士会・匿名７件
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み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
の
浄
財
に

昨
年
度
の
余
剰
金
を
加
え
、
地
区
民
生
委
員
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
次
の
と
お
り
配
分
い

た
し
ま
し
た
。

※
配
分
金
余
剰
金
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
配
分
金
に
充

当
す
る
た
め
、
一
旦
、
茨
城
県
共
同
募
金
会
に
送
金

い
た
し
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
報
告

個人・団体のみなさまからの募金報告（順不同・敬称略）

　

今
年
度
も
共
同
募
金
運
動
（
赤
い
羽
根
募
金
・
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
）
は
、
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
募
金
運
動
は
、
毎
年
、
各
地
区
の
区
長
様
を
は
じ
め
、

町
内
会
・
自
治
会
や
学
校
・
団
体
な
ど
、
多
く
の
み
な
さ
ん
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
十
月
よ
り
始
ま
っ

た
「
赤
い
羽
根
募
金
」
は
、
茨
城
県
共
同
募
金
会
に
全
額
送
金

し
た
の
ち
、
そ
の
必
要
性
や
緊
急
性
を
十
分
審
査
し
た
上
で
、

翌
年
度
の
県
内
の
民
間
福
祉
施
設
の
整
備
費
や
守
谷
市
社
協
が

行
う
地
域
福
祉
事
業
費
と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

十
二
月
か
ら
の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
は
、
昨
年
度
か

ら
配
分
基
準
等
を
見
直
し
、
ま
た
、
申
請
方
式
に
変
更
し
、
市

内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
児
・
者
、
準
要
保
護

家
庭
等
に
贈
呈
金
と
し
て
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
で
発
災
し
た
災
害
義
援
金
に
も
多
く
の
方
々
か

ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
熊
本
地
震
災
害
」「
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
災
害
」「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
」は
延
長
し
、

引
き
続
き
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
み
な
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地　　区 赤い羽根募金 歳末たすけあい 合　　計

みずき野 130,900 131,600 262,500

守　　谷 1,624,400 747,400 2,371,800

大　　野 330,500 140,800 471,300

高　　野 679,017 466,167 1,145,184

大 井 沢 291,900 136,000 427,900

北 守 谷 933,091 576,376 1,509,467

個人・団体等 337,584 640,771 978,355

合　　計 4,327,392 2,839,114 7,166,506

募 金 集 計 表 （単位：円）

平成 30年度
　赤い羽根募金・歳末たすけあい募金報告

ひとり暮らし高齢者
（１０２件）
８１６,０００円

交通遺児・
準要保護家庭他
（３８件）
６７０,３５２円

重度心身障がい児・者
（３０件）
２４０,０００円

配分総額
１,７２６,３５２円
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善
意
銀
行
預
託
報
告

平
成
30
年
11
月
〜
平
成
31
年
２
月

（
敬
称
略
）

【
寄　
付
】

・
矢 

嶋 

鍾 

美�

４
，２
０
０
円

・
間 

瀬 

大 

仁�

５
，０
０
０
円

・
守
谷
市
Ｂ
Ｂ
Ｓ１

９
４
，３
３
９
円

・
け
や
き
台
Ｇ
・
Ｇ
・
Ｃ

５
，０
０
０
円

・
家
族
で
楽
し
む
邦
楽
演
奏
会

実
行
委
員
会

５
，０
０
０
円

・
匿　

名　
３
件

６
１
，４
４
５
円

【
使
用
済
み
古
切
手
・
プ
ル
タ
ブ

・
プ
リ
ペ
ー
ド
カ
ー
ド
】

・
磯 

野 

良 

友

・
下 

村 

孝 

幸

・
坂 

巻 

ふ
ぢ
い

・
坂   

尋

・
坂   

茂
雄

・
柗 

元 

敏 

博

・
村 
貫 

静 

二

・
安 
藤 
喜 

一
・
す 

え

・
㈱
坂
巻
兄
弟
建
設

・
や
ま
ゆ
り
の
郷

・
㈱
レ
ス
ト

・
守
谷
市
立
御
所
ケ
丘
中
学
校

・
㈲
新
大
利
根
産
業

・
ユ
ニ
タ
イ
ト
㈱
東
関
東
営
業
所

・
ア
サ
ヒ
ロ
ジ
㈱

・
御
所
ヶ
丘
ミ
ニ
バ
ス

・
文
化
会
館

・
守
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
守
谷
市
役
所

・
匿　

名　

14
件

【
キ
ャ
ベ
ツ　
２
０
０
㎏
】

・
匿　

名

【
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
】

・
間 

瀬 

大 

仁

【
未
使
用
鉛
筆
】

・
匿　

名

《
払
出
状
況
》

【
使
用
済
古
切
手
】

・（
社
団
）
日
本
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　

海
外
医
療
協
力
会

【
キ
ャ
ベ
ツ　
２
０
０
㎏
】

・
市
内
障
が
い
者
施
設

・
市
内
高
齢
者
施
設

【
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・

未
使
用
鉛
筆
】

・
げ
ん
き
館

【
福
祉
車
両
修
繕
費
】

１
４
４
，０
４
０
円

【
活
動
用
印
刷
機
リ
ー
ス
費
】

２
２
８
，０
９
６
円

【
助
成
】

・
平
成
30
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
助
成

１
１
７
，１
０
０
円

・
地
域
福
祉
活
動
事
業
費

１
４
０
，４
２
０
円

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
費

３
９
７
，５
６
６
円

入
れ
歯
（
貴
金
属
）

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
報
告

　

守
谷
市
社
協
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

事
業
へ
協
力
し
、
入
れ
歯
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
の

お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
不
要
に

な
っ
た
金
属
を
含
む
入
れ
歯
や
絡

ま
っ
て
使
え
な
く
な
っ
た
ネ
ッ
ク

レ
ス
や
片
方
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ピ
ア
ス
な
ど
を
お
預
か
り

し
、
専
門
業
者
が
精
製
、
換
金
し
、

ユ
ニ
セ
フ
を
通
じ
て
世
界
の
困
窮

し
て
る
子
ど
も
た
ち
や
東
日
本
大

震
災
の
災
害
孤
児
の
た
め
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
守
谷

市
で
回
収
さ
れ
た
分
と
し
て
は
、

金
・
銀
・
パ
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

換
金
額　

１
９
，９
５
４
円

　
　
　
　
　
　
（
手
数
料
含
む
）

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
回
収
箱
を

守
谷
市
役
所
ロ
ビ
ー
と
げ
ん
き

館
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

認知症の高齢者や知的または精神的に障がいがある方で、判断能力が不十分、かつ親族等の援助が得られない
方に対して、下記のサービスを行い、日常生活を支援する事業です。くわしくはお気軽に社会福祉協議会まで
お問い合わせ下さい。
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◆複数口加入されても、補償は一口分
のみとなりますので、ご確認のうえ、
お申込み下さい。

掛　金（年額）

Ａプラン Ｂプラン

基本タイプ 350 円 510 円

天災タイプ 500 円 710 円

Ａプラン Ｂプラン

傷害

死 亡 ・ 後 遺 １,０４０万円 １,４００万円
入 院 保 険 金 日 額 ６,５００円 １０,０００円
手 術
保 険 金

入院中の手術 ６５,０００円 １００,０００円
外来の手術 ３２,５００円 ５０,０００円

通 院 保 険 金 日 額 ４,０００円 ６,０００円
賠償 対 人・ 対 物 共 通 ５億円（限度額） ５億円（限度額）

（保険掛金や補償額が改定されます）詳しくは社協まで！

平成31年度ボランティア活動保険加入受付中

○ボランティア活動中のさまざまな事故によるケガや賠償責任を補
償する「ボランティア活動保険」には、個人ボランティアの皆さ
んをはじめ、多くのグループ・団体の方々に加入しています。自
治会・町内会の防犯パトロール等も対象になります。

◎平成３０年度保険に加入いただいている方の補償期間は、平成３１年３月３１日までです。
　平成３１年度保険加入（補償期間：４月１日【※４月１日以降は加入手続きの翌日】から
１年間）の受付を行っておりますので、お早めの更新手続きをよろしくお願いします。
　なお、平成３１年度の保険掛金や補償額については、下記の表の各種プラン・金額をご確
認の上、ご加入ください。災害時の活動については、基本的に天災タイプの加入となりま
すが、詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせ下さい。

手作り手芸小物の制作販売もあります

60歳以上 女性会員募集

その他、家事援助、学童見守り、施設管理、軽作業、清掃など、
ご自分のライフスタイルに合わせたお仕事が出来ます
入会説明会/第1.3木曜13時30分（要事前予約）

公益社団法人
守谷市本町622-2

☎0297-
       48-8591

守谷市シルバー人材センター

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス
守谷市けやき台2-11-7

TEL 0297-34-1322　FAX 0297-34-1323
Eメール hokenkobo@sogohoken-fuji.jp

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス

身近で頼れるアドバイザー
プロフェッショナルの保険代理店

あなたと、大切な人を守る
　　　　　　保険の事はお任せください。

松ケ丘地区交流会主催
　「避難所を知ろう！見学会」開催
　２月１７日、松ケ丘小学校内防災倉庫や体育館
の見学会を開催。松ケ丘地区交流会は、松ケ丘地

区の横のつながりをテーマに、区長と共に話し合いを行っております。そこで検
討している松ケ丘地区全体の防災（避難）訓練に向け、まずは、地区内の避難所
を知ることから始めようということで、今回は、守谷市交通防災課鬼柳副参事と
岡田主事より防災倉庫内備蓄品などの説明、避難所となる体育館内での講話など
に、地区内の自治会長・役員・班長・自主防災組織メンバー・民生委員・児童委
員等４７名が耳を傾けていた。参加者
からは「何人分の備蓄品があるのか？」
「誰でも使えるように発電機の使用マ
ニュアルを用意してほしい！」などの
質問や意見が寄せられていた。

みんなで
活動を支援！

　守谷市ボランティア協会
は、昨年１２月に開催され
た「ふくしまつり」でのバ
ザーの売り上げの一部を「守
谷市障がい福祉サービス事
業所連絡協議会」の活動支
援として寄付しました。

ほっと！
ニュース！
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　この水中体操は、水の浮力を利用することで、体への負担が軽減され、足腰がちょっと痛くて体を動かすことが・・・

という方に最適です。自分のことは自分で出来る生活をするためには、継続的な運動で筋肉を鍛えることが必要で

す。ぜひ、みなさんご参加ください。

○日　時：2019 年 4 月 17 日（水）から 2020 年 3 月 11 日（水）までの週 1 回　午前 11 時～ 12 時

　　　　　（但し、祝日・夏季・年末年始およびプール休館日・プール行事日は除く、年間 30 回程度）

○会　場：常総運動公園内温水プール　守谷市野木崎４７００

○対象者：60 歳以上で健康な方（初めて参加する方のみ）

　　　　　　　　　　　（障がいのあるの方でも 1 人で着替えができ、入水できる方は要相談）

○定　員：30 名（定員を超えた場合は抽選、また、最少推行人数10名に満たない場合は中止となります）

○参加費：年間 4,000 円　別途：スポーツ保険加入　年額　 
65 歳未満 1,850 円

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
65 歳以上 1,200 円 

○参加に際しての注意事項

　　　　　①水着、帽子、タオル、飲み物等は各自持参でお願いします

　　　　　②会場へは、各自集合・解散となります

　　　　　③その他、体操用具（水中グローブ）等について、希望者は実費購入となります

○�申込み方法・締切

上記事項・内容等をご確認いただき、往復はがきの往信面に下記住所を、裏面にあなたの住所・氏 

名・生年月日・電話番号など、必要事項を記入の上、平成 31 年 3 月 30 日（土）（必着）までに下

記（守谷市社会福祉協議会）まで、お申込み下さい。

○�参加決定：参加決定については、締切後、往復はがきの返信はがきにて通知いたします。

○申込み・問合せ先

　　　〒 302 － 0116  守谷市大柏954 ー 3  いきいきプラザ・げんき館内

　　　　　　　　　  守谷市社会福祉協議会　健康水中体操係　　電話：0297－45－ 0088　担当：髙橋

3131

※ 5月3日はお休みですは電話相談日です

23
   30
23
   30

  1 2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

 28 29 30

       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15

 16 17 18 19 20 21 22

  24 25 26 27 28 29

    1 2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28 29 30 31

6 月5 月4 月

専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印　　　　    事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※�予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
事務局まで電話にてご予約ください。

　　 電話相談でも予約を受付ます。

                              ４8 －５５５５
   ◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

電話相談

　　　　ふくし・年金・労務相談室を開設しています！

『ふくし相談室』は、「最近家のおばあちゃんの行動が・・・どうしたらいいか？」

「ふくしサービスってどんなものがあるの？」「介護保険って誰でも使えるの？」などのちょっとし

た相談を社会福祉士の相談員がお受けします。

『年金・労務相談室』は、「年金手続きがよく分からない？」「急に解雇されて給料がもらえない！」

「雇用条件が違う！」「障がい者年金や傷病手当ってどうしたらもらえるの？」などの相談に社会保

険労務士がお受けしますので、お気軽にご相談下さい。
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ひとり暮らし高齢者ふれあい１日遠足参加者募集

　今年も「市内ひとり暮らし高齢者」を対象に外

出支援と交流を目的に１日遠足を下記の予定で計

画しております。是非ご参加下さい。

●日　時：２０１９年６月１２日（水）

　　　　　　午前８時３０分集合・出発

●集合場所：いきいきプラザ・げんき館前

●対　象：市内在住６５歳以上の

　　　　　　　ひとり暮らし高齢者

●行き先：東京都「江戸東京博物館」（見学）

　　　　　皇居「楠公レストハウス」（昼食）

　　　　　巣鴨「とげぬき地蔵尊」（散策）

●定　員：５０名（定員になり次第締切）

●参加費：２，５００円（入館料・昼食代）

●参加に際しての注意事項

　　・集合場所へは各自でお願いします

●申込み方法・締切

　　�上記事項・内容等をご確認いただき、平成

３１年４月３０日（火）までに下記まで、電

話でお申込み下さい

●参加決定：

　　締切後、５月中旬に通知いたします

　○各募集等のお申込み、お問い合わせは
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局まで！
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp
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ほほえみ協力会員募集中！

　ほほえみサービスとは、お年寄りや体の不自由な

方、産前産後の方やその家族の日常生活上の負担を

少しでも軽減するため、地域の方々の協力により行

う「会員方式の有料の家事援助サービス」です。ま

ずは、利用会員・協力会員とも、事前に申込書によ

る登録が必要です。登録後は、下図のしくみでサー

ビスの提供となります。くわしくは、下記までお問

い合わせ下さい。


